	大会日程


平成13年10月4日（木・先勝）

12:00　受　付

13:30　開　会　

13:40　オープニング　「佐渡からの挑戦」

篠笛奏者　狩野泰一

14:20　法　楽

実行委員長挨拶

来賓祝辞

14:30　記念講演　「佐渡金銀山と融通念仏教団」

元筑波大学教授　田中圭一

15:30　休　憩

16:45　意見交換会　「仏教を再編集する」－哲学から布教まで－



宮坂宥洪　牧宥恵

17:00　閉　会



大会記念撮影



大会宣言文起草委員会

チェックイン

18:30　懇親会

智山青年連合会会長挨拶

来賓祝辞

大会宣言文採択

20:00　閉　会

平成13年10月5日（金・友引）

 7:00　朝　食

 8:00　オプショナルツアー（佐渡観光）

14:00　佐渡汽船両津ターミナル　解散

	


祝　辞

第三十七回智山青年連合会全国結集佐渡大会の開催を心より慶祝申し上げます。

永年に亘る青年教師諸兄のご活躍とご精励によって本会はいよいよ充実してまいりました。

現代社会に対する宗教活動はまさに当相即道的であって、深く敬意を表するとともに恵心より感謝申し上げます。

すでに御承知のとおり、昨年は宗団公称百周年、また本年は智積院再興四百周年を迎えました。平成十五年に頼瑜僧正七百年御遠忌、同十六年には玄宥僧正四百年御遠忌があります。このように僅か数年間にいくつかの記念年が続くことは、またと得がたい勝縁であると申さねばなりません。

しかし、私ども宗団人はこれらを一過性の行事で終わらせないようにしなければならないと思います。長い宗団の歩みを顧みるとき、宗団と社会との関わり方は、いつの時代にあっても宗団の現在的あり方が問われることは、今更、申し上げるまでもありません。

特に今日の科学技術文明の時代、これからの二十一世紀の社会は想像しえないほどの物質的発展とともに地球規模での人類のさまざまな危機が確実に訪れつつあることを予感します。

そうした、未だかつて人類史上になかったような危機的状況の中にあって、ことに私たち宗団人、大師の末徒にとっては現代における人間性の喪失と精神の貧困という問題があります。

すでに拙衲が々申し上げてきているように、二十世紀は戦争と革命の時代であったが、今世紀は共生と共栄の曼荼羅の世紀にならなくてはと願ってやまない次第であります。

わが宗は両祖大師をいただいています。善無畏三蔵が密教を｢横統｣すなわち全仏教を綜合的に包含しているといったように、真言宗は一宗派の枠を超えて諸宗の教義と実修の全てを含有しているわけです。

宗団、宗派は多いが、このような立場はすでに宗祖がご提撕になっているとおりです。私たちは、今改めて密教は全仏教であること、曼荼羅宗と称するゆえんを再認識

	御祝辞


真言宗智山派管長

総本山智積院化主

宮坂宥勝

する必要があります。そして、私たちはこれからの二十一世紀の社会や文化に対してリアリズムの鍵を握っているんじゃないかと自負しています。

わが国の社会の今日的状況－世相の混迷と市民モラルの退廃－や日本文化の諸問題はもとより、世界を見渡すとき各地域の民族紛争と諸宗教の対立抗争が飽くことなく繰り返されています。

政治、経済、社会、教育、文化、宗教等々に対しても内実ある真言密教の在り方を問い、グローバルに実践的課題を捉え直して現実の諸問題に取り組んでいってほしいと念願いたします。

時代の緊要な要請に最も鋭敏に答え得る青年教師各位の明確な自覚と実効性ある実践活動が一宗の明日の命運を定めるといっても決して過言ではありません。

諸兄のご法幸と智青連のいよいよの隆昌発展を記念し、以上祖辞をもってご挨拶といたします。

	


祝　辞

このたび、第三十七回智山青年連合会全国結集が佐渡で開催されるに当たり、地元教区長として一言お祝いを申し上げます。

ご承知の通り、佐渡ヶ島は日本海で最も大きな島で、往古より、国の要衝として国造（くにのみやつこ）が置かれ、或いは金銀を産する宝の島として天領となり、幕府の直轄地でもありました。北前船はじめ日本海を航行する船の重要な寄港地として栄えたおかげで、日本列島の北や南の各地からもたらされた｢町人文化｣。また、流人の島として順徳上皇はじめ日蓮上人や日野資朝卿、世阿弥などの知識階級のもたらした｢貴族文化｣。そして、幕府の直轄地として江戸からもたらした｢武家文化｣などが混然となって佐渡独特の文化が生まれました。

神仏への信仰心も厚く、その昔は五百四十ものお寺がありましたが、明治維新の廃仏毀釈で廃寺になったものが多く、今は約二百七十ヶ寺（真言宗約百三十、浄土系約四十五、曹洞宗約四十、日蓮宗約二十など）です。そのうち真言宗は約半数を占め、四国や秩父になぞらえた佐渡四国八十八ヶ所や佐渡西国三十三ヶ所の札所があり、島内外からの遍路や巡礼が多く、真言宗に対する信仰の深さを物語っています。

智山派の寺院は四十九ヶ寺で、一島だけで一教区となっている唯一海外(？)の教区です。昔は田畑、山林などの不動産を持つ比較的裕福な寺院が多かったのですが、終戦後の農地解放で貧寺に没落。おまけに檀家数も少ない寺院ばかりで財政的には恵まれず、それぞれに住職は兼職しながら、寺門の維持経営と檀信教化に努めているのが現状です。

しかし、歴史をさかのぼれば、総本山智積院の歴代能化に、佐渡から第三十二世海応僧正、第四十世弘現僧正、第四十一世義範僧正のお三方を出し、また、かつて智積院の一臈移転地と称された蓮華峯寺をはじめ、お大師さま開山と伝えられる古刹が現存し栄えている事実から見ても、佐渡は古来より智積院との関わり深い信仰の島なのであります。

このような地理的条件や歴史を顧みるとき、奇しくも二十一世紀最初の全国結集を、佐渡で開催されることは、当教区としてもまことに意義深く受け止めており、大会テーマ『2001　真言密教を活かす世紀へ』と題して、混迷する社会に向かって、真剣に取り組もうとしている智山青年会の皆さんに、大きな拍手を送ると共に、是非にこの

	御祝辞


佐渡教区長

土屋正見

結集を成功させ、実り多き成果が得られますよう心からご期待申し上げます。

また、せっかく皆さんが海上はるか佐渡までおいでくださったのですから、どうぞこの機会に佐渡の自然や、歴史、文化に触れていただき、世界に誇る民謡の数々と共に、これがよき思い出としてお持ち帰りいただけたら、私どもの望外の喜びであります。

最後になりましたが、この結集開催に当たりご努力された関係者各位に敬意と感謝の意を表して祝辞といたします。

	挨拶


ご挨拶

智山青年連合会会長

番場雅文

第３７回智山青年連合会結集佐渡大会開催にあたり、全国より大変多くの青年会員の皆様にご参加いただきましてありがとうございます。

　今大会では、テーマに「２００１真言密教を活かす世紀へ」を掲げており、これから我々青年僧がなすべきことをご参加いただいた皆様と共に考えていきたいと思います。

　時代は２１世紀に入り、社会の変遷は驚くべき早さで進歩を続けており、インターネットを使用すればいつでも簡単に世界中のあらゆる情報を簡単に入手することが可能になりました。

　このような時代に我々青年僧も伝統を守りつつ、時代に即した布教活動や寺院運営を行っていかなければならないと思います。

　今回の結集では、宮坂宥洪先生、牧　宥恵先生のお二人にコーディネーターをお願いし、「仏教を再編集する」というテーマで討論会を行います。ここでは、ご参加いただいた皆様から普段実践している活動内容や、疑問に感じている事など様々なご意見を頂戴し、これから我々青年僧がどのような活動をしていけばよいのか皆様と共に考えていきたいと思います。

　また、佐渡にお越しいただいた皆様に少しでも佐渡金山をはじめ、伝統ある佐渡の歴史に触れていただくために、田中圭一先生にご講演いただきます。

　結集の目的のひとつに会員相互の親睦もあります。この機会に地区青年会同士の親睦も深めていただき、今後の活動の参考にしていただければとも考えております。

　今回の結集開催にあたりましては高野智哉実行委員長をはじめとする実行委員会の皆様には長期にわたりご準備いただき、今大会が無事開催にいたりました事、心より感謝申し上げます。

　また、佐渡教区長様はじめ、教区内諸大徳の皆様には今大会の開催趣旨をご理解いただき、多大なるご尽力を頂戴しました事に対しまして主催者を代表しまして心より御礼申し上げます。

　最後に、今大会にご参加いただきました皆様のご健勝と、各地区青年会の益々のご発展を祈念いたしましてご挨拶とさせていただきます。

	挨拶


ご挨拶

実行委員長

高野智哉

この度、第３７回智山青年連合会全国結集佐渡大会を開催するに当たり、全国各地よりご参集をいただきました多くの皆様の熱意に心から感謝申し上げます。

２１世紀最初の全国結集を佐渡の地において開催できますこと、開催地青年会と致しましてこの上ない喜びであり、本日の開催を目指し、一丸となり準備を重ねて参りました。

物の時代、戦争と破壊の世紀などと様々に形容される２０世紀は、物質文明を優先するあまり人間本来の心を失わせ善悪の判断をも迷わせる結果となり、現代社会を不安と混乱の世相へと導きました。更には、科学技術の進歩が、急速に変化進展する世相が、現代社会を仮想現実社会にし、生命や痛みを軽視する風潮を生み出し、人間としての大切な心の喪失という精神公害まで引き起こしました。

２１世紀は「心の時代」と言われます。２０世紀の反省に立ち、人間の中に潜在する仏教的価値観に学び心の豊かさを回復し、他者や自然と共生していく本来の人間の在り様が求められるのではないでしょうか。しかし、新世紀を迎えながらもいまだ混迷と不安の世相は続き、閉塞感や無力感だけが感じられるのが現状です。まさに今こそ、人間本来の心を呼び起こすときなのです。そのために果たす真言密教の役割は非常に重要かつ広大です。お大師様が立教開宗して以来１２００年もの長きにわたって続く真言密教の教えこそが、今求められているのです。

今結集では、「2001　真言密教を活かす世紀へ」を大会テーマに掲げ、今この瞬間から私たち青年僧が何をなすべきか、何をしていけるかを共に考え、そして真言密教の教えを活かすことで、２１世紀の「心の時代」を築いていけるのかを考える絶好の機会にしたいと考えております。

また、海路はるばる離島･佐渡へ渡られた機会に佐渡の自然や風土、文化、歴史、味覚に十分に触れていただくと共に、会員同士の親睦をも深めて頂き、今結集が有意義な大会となり、明日からの活躍の糧となって頂けますことを念願いたします。

最後に、今結集開催にあたり、佐渡教区管内御寺院、・諸大徳関係各位皆様には、深いご理解と種々ご支援を賜りましたことを衷心より厚く御礼申し上げますと共に、今結集にご参加くださいました皆様のご健勝を祈念いたしまして、実行委員会を代表してのご挨拶とさせていただきます。

	オープニング


佐渡からの挑戦

篠笛奏者

狩野泰一

プロフィール

1963年、東京生まれ。13才でドラムを始め、一橋大学在学中自己のグループでライブ活動を開始する。ニューヨーク留学中、自己のアイデンティティーに目覚め帰国。1987年「鼓童」のメンバーになって以来、カーネギーホール、ベルリンフィルハーモニーホール、パリ市立劇場を始めとする世界20ケ国での1,000回を越える公演に参加。1997年9月に独立する。
篠笛を主に、能管、尺八、三味線、唄、様々な太鼓・打楽器などを演奏するほか、作曲、編曲、プロデュースも行う。ワークショップや講演の機会も多い。

1999年、ファーストアルバム  ｢ UMINARI ｣ をリリース。1999年、新潟放送、BSNテレビで、狩野泰一のドキュメンタリー番組(1時間)放映。1999年10月～2000年3月、NHK新潟ラジオ｢朝の随想｣に出演。2000年、NHKテレビ衛星放送｢滝のアリア｣出演。

2000年、5大陸３２ヵ国での旅の体験と佐渡での発見を織りまぜた写真エッセイ｢地球が好き　佐渡が好き｣を出版。

佐渡島在住。http://www.yasukazu.com

	記念講演


「佐渡金銀山と融通念仏教団」

元筑波大学教授

田中圭一

梗　概

1 作仏聖になった親松仏巌

2 大正１３年、佐渡にきた柳宗悦

3 木喰行道　宗教の開放、信仰の自由

4 若林甫舟、川上喚涛、中川雀子

5 木喰、弾誓、但唱、長音、清眼、浄厳の融通念仏

プロフィール

1931年新潟県佐渡郡金井町生まれ。新潟大学人文学部経済学科卒業。高校教諭を経て、1967年、京都大学国内留学、1988年、筑波大学教授、1994年　群馬県立女子大学教授などを歴任。従来の、武士を中心とした［日本近世史］の史観に異議を唱え、当時の一般庶民である百姓こそが時代の主役であったという視点を、村々に残る史料をひもときながら主張し続けている。

著書に『佐渡金銀山の史的研究』（刀水書房、第9回角川賞受賞）、『帳箱の中の江戸時代史』（刀水書房、新潟日報文化賞受賞）、『日本の江戸時代』（刀水書房）ほか多数。

	意見交換会


仏教OSという視点

照光寺住職

宮坂宥洪

わが国に伝来した仏教は仏教OS（オペレーティング･システム）として機能し、日本仏教という独自のソフトを立ち上げ、様々な宗派バージョンを生み出した、という穿った見方をしてみると、日本仏教の本質が見えてくる。日本古来の祖霊信仰、山岳信仰、多彩な民間信仰のほとんどを、神道でも儒教でも道教でもなく、ものの見事に仏教の守備範囲にしてしまい、それらを「仏事」の名で定着させた手際はこの優秀なシステムによる。五十音図をはじめとして、日本語の多くの語彙、熟語、隠語、地名、成句、諺、文学はむろんのこと、庶民教育の普及から日常生活を律する道徳の枠組みに至るまで、実に無数の日本文化がこのシステムから生まれた。おまけにインド・中国を凌ぐ仏教思潮並びに仏教芸術の最高峰は日本で生まれた。それが明治になって一転した。日本人は仏教OSを手放して、別のOSに乗り換えたようだった。それは西洋文明という名の、実はキリスト教OSだった。しかしそれは結局、日本の国土に合わず、失敗に終わった。戦後、そして現在、明らかに迷走を続ける日本という国土の「ハードディスクの修復」は、いかなるOSによってなされうるのか。宗教はOSであり、OSなくして国土の活用も活性もないという観点から、あらためて日本の伝統の仏教OSの現況と展望について考えてみたい。

	意見交換会


密教を再編集する。

画僧

牧宥恵

｢内求菩提外化衆生｣　をタームに！

· 仏教徒の自覚(自己認識)と社会性

· 出家者としての自覚の社会性

· 出家者としての社会との対応




	意見交換会　パネリスト　プロフィール


宮坂　宥洪

昭和25（1950）年、長野県岡谷市生まれ。高野山大学仏教学科卒業。名古屋大学大学院博士課程単位取得。インド、プーナ大学に文部省国際交流制度により留学、サンスクリット科にて学位取得（Ph.D.）名古屋大学非常勤講師、信州豊南女子短大講師、成田山勧学院講師、岡谷市仏教会長、岡谷市PTA連合会長などを歴任。

現在　岡谷市照光寺住職、成田山蓮華不動院兼務住職、真言宗智山派教化委員、長野南部教区副教区長。

著書　『インド留学僧の記』（人文書院）、『般若心経の新世界－インド仏教実践論の基調－』（人文書院）、『密教の遊歩道－これからの仏教－』（角川書店）、『修身全資料集成』（監修解題･四季社）、『タントラ－叡智の曙光－』（ギュンター、人文書院）など。

牧　宥恵

1950年富山県新湊市に生まれる。日本大学芸術学部を中退し、美学校細密画工房を経て図鑑などの細密画の世界に身を置くが、75年、限界を感じてインドに渡る。このインド放浪の途上、それまで無縁であった「仏教」を強く意識し独学、仏画の独習に専念する。

77年、京都の真言宗智山派総本山智積院にて出家、得度、修行。

78年、和歌山の根来寺境内に画房を構え、以降、伝統仏画と三昧画の制作にあたる。同時に、個展、講演会、和歌山放送DJ、和歌山近鉄カルチャーセンターやNHK学園の「写仏」講師など、多彩な活動を通じ、「自ら考え、行動する」ためのニュー･ブッディズムを発信している。

伝統仏画代表作――EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きりもみ),鑚錐)不動（根来寺･和歌山県）／阿弥陀如来二十五菩薩来迎図（高野山遍照尊院･和歌山県）／四大仏蹟・天井画（竹林寺･大阪府）／般若十六善神（根来寺･和歌山県）ほか多数

即





内求菩提　　　　外化衆生





十善戒





六波羅蜜





八正道





精神性





肉体性











自身=社会


　　 (他者)





アイデンティティの確立





僧侶としてのアイデンティティ


　　　　　　　 　(自我同一性)





教相　　　精進


修行　　　自行





　　　　写経


布教　　御詠歌


　　　　法話





ティーナ・イン
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